
生命力を強化するテラヘルツ有効波生命力を強化するテラヘルツ有効波
波長6～15㎛のテラヘルツ波は生体の代謝、成長、育成に不可欠な「育成光線」であることを発見。その「育成光線」の中でも、人体に
一番有効な周波数が、「テラヘルツ有効波」で、その周波数はおよそ32TH～38TH（7.92～3.34㎛）で有ることが判ってきました。
テラヘルツ波の一秒間に一兆回以上という振動が人体細胞の持つ分子振動と共鳴することで、体温上昇、血流や神経の流れをスムー
ズにし、痛みを緩和したり、自然治癒力や免疫力が高まり、細胞を活性化させます。

NASAで発見されたテラヘルツ波

人体の70％が水でできています。ストレスや様々な外的要因によってプラスイオンが増加して生体イオンバランスがくずれて水のクラ
スター（原子および分子の集合体）が大きくなると、細胞に必要なミネラルやタンパク質などの栄養分をつなぎ止める能力に欠けてくる
のです。その結果、疲労感や不眠、頭痛、イライラ、生活習慣病（糖尿病）など、人体に様々な影響を与えると言われています。
クラスターが大きくなった状態の水にテラヘルツ有効波を照射すると、テラヘルツ有効波の波長に同調して共鳴現象が起こります。こ
の結果、大きなクラスターの水は元の細かいクラスターの水に戻り、細胞が活性化されます。

テラヘルツ波は水に最も共鳴し反応

①手足の冷え、肩、腰などに疼痛、しびれがある　②打撲、捻挫、手足にしびれがある
③腹痛など内臓が弱い　④膝や関節，筋肉に違和感がある
⑤血圧や血糖値が気になる　⑥頭痛，歯痛がある　⑦寝たきりで、床ずれで悩み
⑧仕事，運動で疲れ　⑨血行が悪い　⑩体調不良　⑪睡眠障害

こんな方にオススメします！

①共振現象で人体を構成する分子や水の水素結合を分離し，細胞を活性化。赤血球のルロー状態（ドロドロ状態）を分離，浄化。正常
化した赤血球は酸素や栄養素を効率よく細胞や，組織、器官に運ぶ。

②硬くなった患部の細胞や筋肉組織が柔らかくなり、血管や神経の圧迫を減らし，血流や神経の流れが円滑になり疼痛が緩和する。
③水素結合が分離され、水分子のクラスターに閉じ込められていた有害物質を体外に排出。
④還元作用で老化を防止する。
⑤脳波の電子の動きを整え、自律神経、特に副交感神経の伝搬を円滑にし、リンパ球を増やし、免疫力を向上させる。
⑥余分な体脂肪を水素結合分離により低分子量化し、代謝・燃焼する。
⑦脳波を修正して、免疫力を低下させる電磁波障害を緩和させる。

その根拠

「血液サラサラ」で成人病を防ごう!
＜脳梗塞・心筋梗塞・癌・糖尿病・認知症・・・＞

血液サラサラ（赤血球がバラバラ） 血流や神経の流れを改善
血管や神経の圧迫を減らし疼痛を緩和 有害物質や老廃物の排出

自律神経の正常化（特に副交感神経の伝播） 体温上昇。リンパ球を増やし免疫力の向上

「テラヘルツ有効波」による人体細胞との
共鳴・共振現象により人体を構成する分子や
水の水素結合を分離し細胞が活性化
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